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資料名 「手品師 出典「みんなの道徳」」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎学習活動の様子 

資料「手品師」は、売れない手品師が男の子に 

演技をし、また来る約束をしたが、友人から大劇 

場に立てるチャンスをもちかけられる。迷う手品 

師だが、次の日、男の子の前で演技をするという 

話である。 

本時では、手品師が「A、男の子との約束を守る 

のか」「B、夢である大劇場のステージに立つこと 

を選ぶのか」の葛藤の場面までを読み、児童にそれぞれの思いについて考えさせ

た。そこで、小集団にわかれ、それぞれの思いについて話し合い活動を行った。そ

の際、自分の思いにとらわれず、A、Bどちらの思いについても考えを伝えられるよ

うにした。     

              ねらいに迫るための指導の工夫として、話し合い活 

動の工夫を取り入れた。ワークシートに自分の思いを 

書く時間を十分に確保することで、話し合い活動への 

参加意欲を高めた。また、一人一人が考えを表現する 

時間を確保するために、小集団での話し合い活動を取 

り入れた。 

手品師の葛藤する気持ちを考えることを通し

て、誠実に生きるよさに気づくことができる。 

・大舞台に立つという夢と男の子との約束で葛藤する「手品師」を資料として扱った

が、児童はまだこのような場面に出くわしたことがないため、自分に置き換えて考える

ことが難しかった。 

めざす児童像 

自分の考えや意見をもつことができ、 

友達の意見や立場を尊重することができる児童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


